
瘡
疾
（
マ
ラ
リ
ア
）
は
現
代
の
日
本
人
の
記
憶
か
ら
は
薄
れ
か
け
て
い
る
が
、
過
去
に
お
い
て
は
重
要
な
疾
病
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
の
著

名
な
歌
人
で
あ
る
藤
原
定
家
の
日
記
『
明
月
記
』
を
読
む
と
、
定
家
本
人
や
近
親
者
、
知
人
の
瘡
の
病
状
が
頻
繁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
痩
病

お
こ

或
は
発
り
と
い
う
名
称
で
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
の
内
容
か
ら
そ
れ
は
三
日
熱
マ
ラ
リ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ

い
て
考
究
す
る
こ
と
は
わ
が
国
の
疾
病
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
定
家
を
中
心
と
し
な
が
ら
瘡
の
症
状
の

多
様
性
に
つ
い
て
も
論
述
し
て
見
た
い
と
思
う
。
な
お
、
本
論
文
は
昭
和
六
十
一
年
十
月
の
例
会
に
お
い
て
報
告
し
た
内
容
に
更
に
検
討
を
加

（
１
）

マ
ラ
リ
ア
は
人
類
の
有
史
以
来
現
代
に
至
る
ま
で
最
も
重
要
な
疾
病
の
一
つ
で
あ
る
。
閏
弓
Ｃ
Ｑ
質
の
唖
は
三
日
熱
、
四
日
熱
、
毎
日
熱
に
つ
い

て
既
に
周
知
の
疾
病
の
如
く
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
古
代
ロ
ー
マ
の
。
の
冒
唖
も
マ
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
を
残
し
て
い
る
と
い
わ
れ

（
２
）る

。
古
来
イ
タ
リ
ア
半
島
は
マ
ラ
リ
ア
の
浸
淫
地
帯
で
あ
り
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
滅
亡
も
マ
ラ
リ
ア
の
椙
撤
と
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
程

え
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
瘡
疾
（
マ
ラ
リ
ア
）
小
史

一
、
は
じ
め
に

『
明
月
記
』
に
お
け
る
瘡
疾
の
検
討

蹄
稗
裾
糘
奔
斡
醍
壁
一
弄
匿
轄
症
号
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
十
九
日
受
付

中
村
昭
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（
９
）

平
安
時
代
の
医
学
全
書
で
あ
る
『
医
心
方
』
に
は
多
数
の
中
国
医
書
を
引
用
し
て
瘻
の
病
型
と
薬
方
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
わ
が
国

（
、
）

の
医
療
の
実
際
は
こ
れ
と
は
大
分
懸
隔
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
源
氏
物
語
』
に
は
光
源
氏
が
ワ
ラ
ハ
ャ
ミ
に
罹
っ
た
挿
話
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
治
療
は
祈
祷
に
頼
っ
て
い
る
。
『
明
月
記
』
で
も
そ
れ
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
定
家
の
息
子
為
家
の
後
妻
で
あ
る
阿
仏
尼
が
害
い

（
、
）

た
『
十
六
夜
日
記
』
に
も
ワ
ラ
ハ
ャ
ミ
を
病
ん
だ
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
念
仏
で
熱
が
下
っ
た
と
書
い
て
い
る
。

（
岨
）

下
っ
て
安
土
桃
山
時
代
の
こ
と
に
な
る
が
、
服
部
氏
に
よ
る
と
、
山
科
言
経
が
大
坂
で
開
業
し
て
い
た
時
の
患
者
の
う
ち
瘡
が
七
％
を
占
め

て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
上
述
の
十
九
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ラ
リ
ア
の
率
よ
り
や
や
多
い
程
度
で
あ
り
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
偶
然
の
符
合
で

（
通
）

あ
ろ
う
が
興
味
が
あ
る
。
同
じ
く
安
土
桃
山
時
代
の
奈
良
で
書
か
れ
た
『
多
聞
院
日
記
』
に
も
オ
コ
リ
と
い
う
病
名
が
多
出
す
る
こ
と
は
筆
者

（
３
）

蹴
っ
て
東
洋
を
見
る
と
、
中
国
の
前
漢
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
『
黄
帝
内
経
素
問
』
に
は
瘻
論
篇
、
刺
瘡
篇
が
あ
り
、
瘻
の
病
理
、
病

（
４
）

型
、
病
状
、
治
方
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
以
後
の
中
国
医
書
に
お
い
て
も
瘡
は
常
に
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。

（
５
）

わ
が
国
で
は
奈
良
時
代
の
医
疾
令
の
中
に
瘡
と
い
う
病
名
が
あ
り
、
当
時
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
前
期
の

。
（
ハ
、
）

漢
和
辞
典
で
あ
る
『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
瘡
に
エ
ャ
ミ
と
ワ
ラ
ハ
ャ
ミ
の
二
つ
の
訓
を
つ
け
、
二
日
で
一
発
す
る
と
説
明
し
て
お
り
、
わ
が
国

に
存
在
し
た
三
日
熱
の
実
際
を
知
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
エ
ャ
ミ
と
い
う
の
も
瘡
が
当
時
の
重
要
な
疫
病
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ラ
ハ
ャ
、
、
、
と
い
う
の
は
瘡
が
風
土
病
と
し
て
浸
淫
し
て
い
る
地
帯
で
は
成
人
に
は
大
体
免
疫
が
で
き
て
い
て
、
主
と

（
７
）

し
て
小
児
に
定
型
的
な
症
状
が
見
ら
れ
た
た
め
に
つ
い
た
名
称
と
思
わ
れ
る
。
但
し
成
人
も
罹
患
し
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
免
疫
は
不
完
全
な

（
８
）

も
の
で
あ
る
。
『
明
月
記
』
で
も
瘤
は
大
体
小
児
期
に
初
発
す
る
と
い
う
認
識
が
あ
り
、
成
人
し
て
か
ら
初
発
し
た
場
合
に
は
経
過
が
長
引
く

と
い
う
こ
と
も
定
家
は
書
い
て
い
る
。

で
あ
る
。
マ
ラ
リ
ア
と
い
う
言
葉
も
悪
い
空
気
（
潭
気
）
と
い
う
意
味
の
イ
タ
リ
ア
語
に
由
来
す
る
。
マ
ラ
リ
ア
は
近
代
ま
で
熱
帯
の
み
な
ら

ず
温
帯
地
域
に
も
濃
厚
に
蔓
延
し
て
い
て
、
十
九
世
紀
中
頃
の
ロ
ン
ド
ン
の
病
院
の
患
者
の
う
ち
、
数
％
は
常
に
マ
ラ
リ
ア
で
占
め
ら
れ
て
‘
い

（
２
）

た
と
い
」
ク
。
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（
皿
）

が
前
に
発
表
し
た
。
こ
の
頃
は
も
う
瘻
に
対
し
て
種
点
の
漢
方
薬
が
使
わ
れ
て
い
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
十
七
世
紀
に
南
米
か
ら
マ
ラ
リ
ア
の
特
効
薬
で
あ
る
キ
ナ
皮
が
導
入
さ
れ
、
熱
病
は
キ
ナ
が
効
く
も
の
と
効
か
な
い
も
の

と
に
分
類
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
真
に
近
代
的
な
マ
ラ
リ
ア
学
の
成
立
は
マ
ラ
リ
ア
原
虫
と
そ
れ
を
媒
介
す
る
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
の
発

見
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
旨
ぐ
①
３
口
が
マ
ラ
リ
ア
患
者
の
血
液
か
ら
原
虫
を
発
見
し
た
の
は
一
八
八
○
年
で
あ
り
、
閃
。
鵠

（
勉
）

が
昌
目
い
ｏ
旨
の
示
唆
に
よ
っ
て
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
の
体
内
か
ら
原
虫
を
発
見
し
た
の
は
一
八
九
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
で
は
明
治
三

四
年
（
一
九
○
一
）
に
北
海
道
で
最
初
に
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
が
発
見
さ
れ
、
翌
年
に
は
京
都
で
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
が
棲
息
す
る
こ
と
が
確
認
さ

御
子
左
家
と
呼
ば
れ
た
定
家
の
家
系
は
藤
原
道
長
の
六
男
長
家
を
家
祖
と
す
る
が
、
定
家
の
父
の
俊
成
の
頃
に
は
藤
原
氏
で
も
傍
流
と
な
っ

て
い
た
の
を
、
俊
成
は
歌
道
に
精
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
名
を
上
げ
た
。
定
家
は
応
保
二
年
（
一
二
ハ
ニ
）
に
俊
成
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

た
が
、
和
歌
に
長
じ
て
い
た
為
に
家
を
嗣
ぎ
、
新
古
今
和
歌
集
の
撰
者
に
も
な
り
、
病
苦
に
悩
糸
な
が
ら
八
十
歳
（
数
え
年
、
以
下
同
じ
）
の
天

け
ま
り

寿
を
全
う
し
た
。
定
家
の
子
の
為
家
は
若
い
時
は
歌
よ
り
も
蹴
鞠
に
熱
心
だ
っ
た
が
、
や
が
て
家
学
を
嗣
ぎ
、
父
よ
り
も
社
交
性
が
あ
っ
た
為

に
父
よ
り
出
世
し
て
大
納
言
に
ま
で
な
っ
た
。
為
家
の
男
子
三
人
は
各
々
歌
道
の
家
元
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
為
家
は
二
条
派
、
為
兼
は
京

極
派
、
為
相
は
冷
泉
派
を
そ
れ
ぞ
れ
興
し
た
。
こ
の
う
ち
二
条
と
京
極
は
滅
び
て
し
ま
っ
た
が
、
冷
泉
家
は
現
代
ま
で
連
綿
と
続
き
、
定
家
自

筆
の
『
明
月
記
』
を
始
め
、
貴
重
な
文
書
典
籍
を
守
り
伝
え
た
。

現
存
し
て
い
る
『
明
月
記
』
は
定
家
十
九
歳
の
治
承
四
年
（
二
八
○
）
か
ら
七
十
四
歳
の
嘉
禎
元
年
（
三
三
五
）
ま
で
で
あ
る
が
、
途
中

そ
の
後
の
マ
ラ
リ
ア
学
と
公
衆
衛
生
の
進
歩
に
よ
っ
て
温
帯
の
先
進
国
か
ら
は
マ
ラ
リ
ア
が
消
滅
し
た
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
マ
ラ
リ
ア
撲
滅

（
肥
）

計
画
は
成
功
せ
ず
、
世
界
に
は
な
お
億
を
も
っ
て
数
え
る
マ
ラ
リ
ア
患
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
通
）

れ
て
い
る
。

（
Ⅳ
）

三
、
藤
原
定
家
の
家
系
と
『
明
月
記
』
に
つ
い
て
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（
略
）
（
過
）

と
晩
年
の
部
分
何
ヶ
所
か
脱
落
し
て
い
る
。
冷
泉
家
か
ら
外
部
へ
出
て
保
管
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
現
在
の
刊
本
『
明
月
記
』
は
明
治
時

代
に
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
が
冷
泉
家
本
と
他
の
写
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
も
の
を
底
本
と
し
て
い
る
。

『
明
月
記
』
の
原
文
は
当
時
の
変
則
的
漢
文
体
だ
が
、
本
稿
で
は
訓
読
文
に
し
て
引
用
す
る
。
（
）
内
は
引
用
者
の
注
で
あ
る
。
以
下
、
俊

成
、
定
家
、
為
家
の
瘡
疾
に
関
す
る
記
述
を
拾
い
出
し
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
。

が
、
『
明
月
記
』
は
ち
』

「
治
承
四
年
七
月
七
日

思
わ
れ
る
が
、
そ

「
同
七
月
十
九
日

亭
主
（
俊
成
）
扉

て
以
て
怖
畏
あ
り
。
」

「
同
七
月
廿
三
日

「
同
七
月
廿
一
日

お
こ
お
わ

猶
発
ら
れ
了
ん
ぬ
。
」

お
こ

亭
主
仏
厳
房
を
招
き
受
戒
す
。
又
一
日
不
動
尊
を
造
立
し
供
養
す
。
（
し
か
し
）
遂
に
発
ら
る
。
」

薬
物
治
療
は
行
わ
れ
ず
、
頼
る
の
は
信
仰
だ
け
で
あ
っ
た
。

治
承
四
年
に
次
の
様
に
俊
成
の
瘡
の
症
状
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
時
俊
成
は
六
十
七
歳
で
あ
り
、
こ
れ
が
彼
の
瘻
の
初
発
で
は
な
い
だ
ろ
う

、
『
明
月
記
』
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
時
は
俊
成
だ
け
で
な
く
、
多
数
の
人
の
間
に
瘡
が
流
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
頃
の
京
都
は
マ
ラ
リ
ア
の
風
土
病
地
帯
だ
っ
た
と

わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
も
病
原
体
と
宿
主
の
相
互
関
係
に
よ
っ
て
、
時
々
流
行
病
の
様
に
瘡
が
猛
威
を
振
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
、
俊
成
の
瘡
疾

い
さ
さ

昨
夕
珊
か
所
悩
あ
り
、

お
こ

今
日
重
ね
て
発
ら
る
。
凡
そ
日
来
家
中
上
下
青
侍
女
房
等
、
同
時
に
瘡
病
並
び
臥
す
。
病
悩
極
め

175 （55）



ず
O

Lー

お
こ
・
り
ご
こ
ち

堵
す
。
是
発
心
地
か
。
」

心
神
不
快
、
関
節
痛
、

見
当
が
つ
い
て
い
る
。

（
釦
）

マ
ラ
リ
ア
の
合
併
症
と
し
て
最
も
多
い
の
は
赤
痢
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
近
代
マ
ラ
リ
ア
学
の
教
科
書
に
も
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
後
は
『
明
月
記
』
の
脱
落
も
あ
り
、
ま
た
定
家
も
結
婚
後
は
父
と
別
居
し
た
の
で
、
俊
成
の
病
状
の
詳
し
い
記
載
は
俊
成
が
九
十
一
歳

で
死
亡
す
る
時
ま
で
見
ら
れ
な
い
。

お
こ

猶
発
ら
る
。
烏

こ
の
よ
う
に
一

「
同
七
月
廿
五
日

「
同
八
月
十
六
日

お
こ
り
ぴ

ひ
つ
じ

発
日
怖
畏
あ
る
に
よ
り
即
ち
退
出
帰
盧
す
。
未
時
（
午
後
二
時
）
頗
》

お
こ
り
び

一
日
お
い
た
こ
の
日
は
発
日
で
あ
る
と
予
想
し
て
早
退
し
て
い
る
。

「
正
治
元
年
八
月
十
四
日

定
家
も
お
そ
ら
く
幼
少
の
時
か
ら
瘤
に
罹
患
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
明
ら
か
な
曜
の
発
作
の
記
載
は
三
十
八
歳
の
時
、
次
の
様
で
あ
る
。

今
朝
共
に
七
条
坊
門
に
渡
ら
せ
給
ふ
。
同
時
に
耀
病
又
赤
痢
病
、
更
に
以
て
言
ふ
に
足
ら
ず
。
減
無
く
旬
日
に
渉
る
、
毎
時
右
筆
す
る
能
は

つ
ぎ
め

と
り

ば
か
り

車
中
よ
り
心
神
忽
ち
不
快
、
手
足
継
目
甚
だ
痛
む
。
急
ぎ
退
下
の
後
忽
ち
病
悩
、
酉
時
（
午
後
六
時
）
以
後
前
後
不
覚
。
夜
半
許
の
後
珈
か
安

五
、
定
家
の
瘡
疾

鳥
羽
殿
御
月
忌
に
参
じ
帰
来
の
間
、
入
道
殿
（
俊
成
）
又
悩
ま
せ
給
ふ
・
」

一
日
お
き
に
規
則
的
に
熱
発
し
て
い
る
。

（
８
）
（
鋤
）
お
こ
り
ご
こ
ち

意
識
昏
迷
等
は
マ
ラ
リ
ア
の
特
徴
で
あ
る
。
定
家
も
よ
く
心
得
て
い
る
様
で
、
初
回
の
症
状
で
も
う
是
発
心
地
か
と

ひ
つ
じ

さ

未
時
（
午
後
二
時
）
頗
る
痛
む
（
熱
が
さ
め
た
）
・
」

し
て
早
退
し
て
い
る
。
熱
発
す
る
時
刻
も
大
体
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
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「
同
八
月
十
八
日

ひ
つ
じ
ゆ
ぷ
ね

お
こ

朝
よ
り
垣
山
湯
に
浴
す
。
本
よ
り
湯
に
堪
へ
ざ
る
の
間
、
程
経
る
に
及
ば
ず
四
ヶ
度
上
下
の
間
、
未
一
点
許
脳
の
中
に
お
い
て
発
り
出
づ
。

今
日
動
熱
、
物
と
し
て
取
り
て
瞼
ふ
る
無
し
・
」

お
こ発

り
と
は
狭
い
意
味
で
は
発
熱
期
の
戦
傑
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
湯
に
入
っ
て
汗
を
出
し
て
熱
を
下
げ
る
試
拳
が
な
さ

れ
た
様
だ
が
、
効
果
が
な
か
っ
た
。

れ
た
様
だ
が
、
効

「
同
八
月
十
九
日

る
間
、
例
の
如
く

「
同
八
月
廿
一
日

あ
じ
や
り

聖
尊
阿
闇
梨
来
た
る
・
終
日
護
身
の
間
、
今
日
無
為
落
ち
得
了
ん
ぬ
。
感
悦
極
ま
り
な
し
。

但
し
咳
病
此
の
間
術
無
し
、
価
ち
心
神
例
に
復
せ
ず
。
」

阿
閤
梨
と
は
祈
祷
を
す
る
密
教
僧
で
あ
り
、
解
熱
し
た
の
は
彼
の
お
蔭
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
し
か
し
、
急
性
の
熱
発
作
は
お
さ
ま
っ

て
も
マ
ラ
リ
ア
は
な
か
な
か
完
治
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
翌
日
も
症
状
が
次
の
よ
う
に
尾
を
引
い
て
い
る
が
、
出
勤
を
命
ぜ
ら
れ
て
い

る
。
公
卿
の
勤
め
も
楽
で
は
な
か
っ
た
。

「
同
八
月
廿
日

「
同
八
月
廿
二
日

お
こ
り

暁
更
の
後
心
神
珈
か
安
堵
す
。
昨
日
発
殊
に
為
ん
方
無
き
の
間
、
臨
気
窮
屈
無
力
殊
に
甚
し
。
」

お
こ

咳
病
又
更
に
発
る
。

お
こ
り
ど
こ
ち

ひ
つ
じ

早
旦
九
条
富
小
路
地
蔵
堂
に
詣
づ
。
近
日
発
心
地
に
効
験
有
る
由
人
を
称
ふ
。
壷
の
内
に
入
り
祈
念
す
。
未
時
そ
の
気
あ
り
。
価
ち
急
ぎ
帰

お
こ
ｈ
〆

間
、
例
の
如
く
発
り
出
づ
。
但
し
温
気
事
の
外
宜
し
。
」

咲
病
又
更
に
発
る
。
心
神
弥
不
快
。
」

マ
ラ
リ
ア
で
は
気
管
支
炎
を
起
し
て
咳
が
出
る
こ
と
も
多
い
。

い
よ
い
よ
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く
る
め

咳
病
殊
に
辛
苦
、
今
朝
よ
り
大
略
食
ら
は
ず
。
目
眩
き
術
無
し
と
雌
も
、
此
の
仰
せ
の
上
は
是
非
を
申
す
能
は
ず
。
」

マ
ラ
リ
ア
原
虫
が
体
内
に
い
れ
ば
再
燃
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
ま
た
再
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
、
風
土
病
地
帯
に
あ
っ
て
は
慢
性
マ
ラ
リ
ア

（
虹
）

症
に
移
行
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
う
な
る
と
定
型
的
な
症
状
を
呈
し
な
く
な
り
、
マ
ラ
リ
ア
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
く
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
翌
年
の
定
家
の
次
の
よ
う
な
症
状
は
慢
性
マ
ラ
リ
ア
の
症
状
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

魏

巳
時

不
快
。
」

「
同
十
一
月
一
日

「
同
十
月
廿
九
日

連
日
窮
屈
、
病

「
同
十
月
十
一
日

風
病
猶
不
快
、

「
同
十
月
十
日

「
同
三
月
廿
四
日

「
正
治
二
年
三
月
廿
三
日

魏

巳
時
（
午
前
十
時
）
京
か

「
同
八
月
廿
五
日

夜
よ
り
膝
股
大
い
に
痛
む
、
忽
ち
行
歩
す
る
能
は
ず
。
驚
き
奇
し
と
雌
も
扶
け
ら
れ
て
車
中
に
載
り
、
巳
（
午
前
十
時
）
一
点
参
内
す
。
」

（
即
）

慢
性
マ
ラ
リ
ア
は
ま
た
仮
面
性
マ
ラ
リ
ア
と
も
い
わ
れ
、
こ
の
様
に
突
然
神
経
痛
の
症
状
を
現
わ
す
こ
と
も
屡
々
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

夜
前
よ
り
心
神
甚
だ
悩
む
、
咳
病
か
。
」

み

連
日
窮
屈
、
病
身
誠
に
以
て
辛
苦
。
巳
時
許
忽
ち
振
ひ
出
づ
。
今
日
殊
に
寒
か
ら
ず
云
々
。
身
甚
だ
冷
江
、
又
小
温
気
有
り
、
汗
出
づ
・
」

お
こ

こ
れ
は
軽
い
発
り
の
症
状
で
あ
る
。

心
神
甚
だ
悩
む
。
」

京
を
出
で
嵯
峨
に
向
ふ
。
病
気
不
快
と
雌
も
沐
浴
の
為
な
り
。
今
夜
宿
る
。
沐
浴
の
間
汗
大
い
に
出
づ
。
心
神
猶
甚
だ

（
三
十
九
歳
）
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心
神
猶
悩
む
、
咳
病
殊
に
増
す
。
」

頑
固
な
咳
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
定
家
の
慢
性
咳
嗽
に
つ
い
て
は
、
曽
て
あ
る
国
文
学
者
が
結
核
性
気
管
支
炎
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
述
べ

（
配
）

た
が
、
服
部
氏
は
こ
れ
に
反
対
し
て
、
肺
結
核
で
こ
の
よ
う
に
咳
が
続
い
て
し
か
も
大
し
て
病
状
が
進
行
せ
ず
、
八
十
歳
ま
で
生
き
た
と
い
う

こ
と
は
納
得
で
き
ず
、
む
し
ろ
喘
息
の
持
病
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
氏
は
そ
れ
に
し
て
も
『
明
月
記
』
に
喘
息

特
有
の
呼
吸
困
難
の
記
述
が
全
く
な
い
の
で
疑
問
を
残
す
と
述
詞
へ
ら
れ
た
。

（
８
）
（
別
）

筆
者
は
こ
れ
を
マ
ラ
リ
ア
症
状
の
一
環
と
し
て
の
気
管
支
炎
と
と
ら
え
た
い
。
こ
れ
は
近
代
マ
ラ
リ
ア
学
で
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
古
く
は

『
素
問
』
で
は
肺
瘡
と
い
う
分
類
を
し
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
述
べ
た
症
状
は
定
家
の
永
い
生
涯
の
う
ち
の
ほ
ん
の
一
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
も
く
り
返
し
、
心
神
悩
乱
と
か
咳
嗽
、
神
経

痛
等
の
症
状
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
自
分
自
身
で
理
解
で
き
な
い
病
気
だ
と
次
の
様
な
こ
と
も
日
記
に
書
い
て
い
る
。

痛
等
の
症
状
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
そ

「
建
暦
二
年
二
月
十
五
日
（
五
十
一
歳
）

心
神
猶
宜
し
か
ら
ず
、
臥
内
を
出
で

「
建
保
元
年
六
月
十
五
日
（
五
十
二
歳
）

此
の
間
心
神
猶
不
快
、
甚
だ
心
得
ず
。
疑
ふ
ら
く
是
魔
姓
の
為
か
。
予
少
年
よ
り
常
に
此
く
の
如
き
病
あ
り
。
長
年
に
臨
む
の
後
、
忍
び
て

わ
ざ

護
身
を
加
へ
ず
、
態
と
思
ひ
入
れ
ず
、
或
は
念
諭
し
、
或
は
奉
公
し
、
之
を
以
て
病
と
為
さ
ず
。
然
し
て
冬
節
を
迎
ふ
る
毎
に
心
不
快
、
度
狗

又
重
病
に
及
ぶ
。
今
年
身
衰
へ
愁
深
し
：
…
・
」

こ
れ
は
単
な
る
中
流
貴
族
の
憂
愁
で
は
な
く
、
慢
性
マ
ラ
リ
ア
症
と
い
う
魔
性
の
な
せ
る
業
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
筆
者
の
推
測
で
あ
る
。

「
同
十
一
月
二
日

お
こ

今
日
昨
日
殊
に
発
ら
ず
。
只
咳
病
術
無
き
上
、
心
神
窮
屈
為
ん
方
な
し
。
価
ち
此
の
由
を
申
し
、
深
く
以
て
籠
居
す
。
」

臥
内
を
出
で
ず
。
予
猶
例
に
復
せ
ず
、
太
だ
不
快
。
又
心
得
ざ
る
病
也
。
脚
気
か
、
風
病
か
。
」
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あ
り
、
記
載
は
断
片
的
で
あ
る
。

る
0

（
別
）

侵
せ
ば
毎
日
発
熱
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

為
家
は
定
家
の
次
男
と
し
て
建
久
九
年
に
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
翌
年
に
次
に
示
す
様
に
瘡
病
の
流
行
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
こ
で
小
児
と
書
か

れ
て
い
る
の
が
為
家
で
あ
り
、
小
男
と
い
う
の
は
長
男
で
あ
る
。
他
に
女
の
子
も
い
た
。

「
建
仁
元
年
四
月
廿
五
日
（
四
歳
）

み
つ
な

お
こ
り
ぴ

三
名
（
為
家
の
幼
名
）
発
日
に
依
り
他
行
せ
ず
。
静
闇
梨
護
身
を
加
ふ
。

「
同
七
月
十
三
日

「
同
七
月
十
二
日

「
正
治
元
年
七
月
十
一
日
（
二
歳
）

お
こ

さ
ら
に
、
為
家
は
こ
の
二
年
後
に
再
燃
か
再
感
染
か
わ
か
ら
な
い
が
、
発
り
の
症
状
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
『
明
月
記
』
に
脱
落
が

ひ
つ
じ
お
こ

小
児
今
日
又
未
時
許
発
る
云
々
。
小
男
又
此
両
三
日
温
気
病
悩
。
天
下
瘤
病
計
る
に
勝
ふ
ゞ
へ
か
ら
ず
。
三
人
子
共
に
病
む
。
不
思
議
也
。
」

先
ず
免
疫
の
な
い
子
供
が
侵
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
翌
月
に
は
定
家
も
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
急
性
瘻
疾
の
発
作
を
起
し
て
い

さ
る

小
児
今
日
別
事
無
し
。
但
し
猶
申
時
以
後
軌
か
温
気
有
り
。
」

わ
が
国
に
あ
っ
た
の
は
三
日
熱
で
あ
り
、
毎
日
熱
（
熱
帯
熱
）
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
三
日
熱
で
も
二
種
の
原
虫
が
交
互
に

但
し
近
日
天
下
一
同
病
悩
。
」

ひ
つ
じ
ば
か
り
お
こ

未
時
許
小
児
病
悩
。
日
来
小
女
毎
日
発
る
。

一し

ノ､
、

為
家
の
瘡
疾

み
お
こ

巳
時
発
り
了
ん
ぬ
。
今
日
殊
に
重
し
・
」
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が
、
定
型
的
な
発
作
に
は
な
ら
な
か

「
建
保
元
年
六
月
十
六
日
（
十
六
歳
）

あ
っ
た
。 み

つ
な

か
さ
お
こ

今
日
三
名
冷
泉
近
き
に
よ
り
祇
陀
林
地
蔵
に
於
て
試
む
べ
き
由
昨
日
示
し
了
ん
ぬ
。
定
め
て
そ
の
験
無
き
か
。
重
ね
て
発
る
の
間
、
心
中
更

に
為
ん
方
無
し
。
」

「
同
五
月
廿
九
日

「
同
五
月
廿
八
日

朝
小
浴
、
精
進

さ
る

今
日
申
時
許
、

「
同
五
月
廿
七
日

「
建
仁
二
年
五
月
廿
五
日
（
五
歳
）

「
同
六
月
一
日

翠
つ
な
う
室

お
こ

さ

騎
馬
に
て
冷
泉
に
向
ふ
。
三
名
午
時
許
（
正
午
頃
）
重
ね
て
発
る
の
由
聞
こ
ゆ
る
間
忽
ち
馳
す
。
只
今
瘤
む
云
々
・
」

み
つ
な

三
名
今
日
蓮
華
王
院
に
於
て
落
ち
得
（
解
熱
し
た
）
云
々
。
喜
悦
極
ま
り
無
し
・
」

三
日
熱
は
死
亡
率
が
低
か
っ
た
の
だ
が
、
し
か
し
相
当
恐
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
定
家
の
子
煩
悩
ぶ
り
も
相
当
な
も
の
で

さ
ら
に
為
家
十
六
歳
の
時
に
、
次
の
様
に
腹
部
症
状
と
共
に
冷
気
温
気
の
交
互
症
状
が
あ
り
、
定
家
は
こ
れ
を
瘡
病
の
始
ま
り
か
と
疑
っ
た

、
定
型
的
な
発
作
に
は
な
ら
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
翌
年
に
は
次
の
様
に
定
型
的
な
三
日
熱
の
発
作
を
起
し
て
い
る
。

行
く
螢
な
れ
も
闇
に
は
燃
え
ま
さ
る

子
を
思
ふ
涙
あ
は
れ
知
る
や
は
」

ゑ

精
進
の
為
、
巳
時
許
浄
衣
を
着
し
、
八
条
御
精
進
屋
に
参
ず
。

象
つ
な

さ

お
こ
り
ご
こ
ち

三
名
俄
に
温
気
あ
り
、
程
無
く
痛
め
了
ん
ぬ
。
発
心
地
疑
あ
り
。
」
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第
二
に
は
開
発
が
進
ん
で
沼
沢
地
が
減
っ
て
、
蚊
に
不
利
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
多
少
の
考
古
学
的
裏
づ
け

（
別
）

も
あ
る
。
す
な
わ
ち
山
本
に
よ
れ
ば
、
紀
元
前
七
千
’
二
千
年
の
地
中
海
沿
岸
の
沼
沢
地
帯
の
原
始
農
民
の
骨
に
は
多
孔
性
骨
過
形
成
症
が
高

率
に
見
ら
れ
、
こ
れ
は
マ
ラ
リ
ア
有
病
率
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
農
業
技
術
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
て
こ
の
比
率
が
減
少
し
て
い

以
上
、
俊
成
、
定
家
、
為
家
の
症
状
を
中
心
と
し
て
検
討
し
た
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
頃
は
多
く
の
人
が
耀
に
罹
患
し
て
お
り
、
特

に
定
家
の
親
族
に
瘻
が
集
中
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
定
家
は
他
人
の
瘻
の
症
例
に
つ
い
て
も
見
聞
す
る
ま
ま
に
屡
々
書
き
記
し
て
い
る
。
マ
ラ

リ
ア
は
現
代
人
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
昔
は
遙
か
に
重
要
な
疾
病
で
あ
っ
た
。
し
か
も
完
治
す
る
こ
と
な
く
慢
性
化
す
る
場
合
が
多
く
、
不
定

症
状
に
よ
っ
て
患
者
を
苦
し
め
た
。
定
家
の
場
合
に
そ
れ
が
典
型
的
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
や
や
詳
し
く
検
討
を
加
え
た
。

な
お
、
古
代
中
世
の
日
本
に
こ
れ
程
マ
ラ
リ
ア
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
意
外
の
感
を
抱
か
れ
る
向
き
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
近
世
江
戸
時

代
に
も
勿
論
瘡
疾
は
あ
っ
た
が
そ
れ
程
浸
淫
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
い
く
つ
か
の
要
因
を
考
え
て
染
る
と
、
第
一
に
昔
の
日
本
列

（
配
）

島
は
も
っ
と
暑
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
『
徒
然
草
』
で
「
家
の
作
り
や
う
は
夏
を
む
ね
と
す
べ
し
。
冬
は
い
か
な
る
所
に
も
住
ま
る
。
」
と

言
っ
て
い
る
の
も
思
い
合
わ
さ
れ
る
。

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

少
将
（
為
家
）
』

「
同
六
月
十
八
日

第
三
に
、
安
土
桃
山
時
代
頃
か
ら
瘡
に
対
す
る
漢
方
治
療
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
ら
の

少
将
参
内
す
る
と
雛
も
腹
病
猶
不
快
に
よ
り
、
暇
を
賜
は
っ
て
退
出
す
。
」

（
８
）
（
鋤
）
（
３
）

マ
ラ
リ
ア
に
腹
部
症
状
を
伴
う
こ
と
が
多
い
の
は
事
実
で
あ
り
、
『
素
問
』
に
は
胃
耀
と
い
う
言
葉
も
出
て
い
る
。

七
、
結
び

さ
る

腹
病
に
よ
り
参
内
せ
ず
。
昨
日
申
時
許
又
冷
気
有
り
。
身
靭
か
温
し
云
々
。
若
し
く
は
瘡
病
の
始
ま
り
か
。
」
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（
妬
）

治
療
が
効
を
奏
し
て
患
者
が
減
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
の
何
云
鶴
氏
に
よ
る
と
、
生
薬
の
常
山
は
キ
ナ
皮
の
様
に
瘡
病
に
特
効
作
用
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
常
山
は
中
国
の
常
山
と
異
種
で
あ
る
こ
と
が
日
本
の
木
村
康
一
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
、

う
こ
と
も
何
氏
は
述
べ
て
い
る
。

（
８
）
弓
９
日
四
“
。
．
］
・
儲
唖
》
冒
巳
肖
厨
“
○
句
＆
’
Ｆ
ｏ
ｇ
・
弓
命
〆
号
。
鼻
ｇ
冨
侭
ｇ
ｅ
旨
繩
迄
勗
昏
巳
．
届
忌
．
芝
．
国
．
静
巨
且
の
屋

（
９
）
丹
波
康
頼
『
医
心
方
』
永
観
二
（
九
八
四
）
撰
進
、
安
政
七
（
一
八
六
○
）
版

（
叩
）
山
岸
徳
平
校
注
『
源
氏
物
語
』
岩
波
書
店
、
昭
和
四
○

（
ｕ
）
西
下
経
一
校
注
『
十
六
夜
日
記
』
学
燈
社
、
昭
和
三
八

（
胆
）
服
部
敏
良
『
日
本
医
学
史
研
究
余
話
』
科
学
書
院
、
昭
和
五
六

（
過
）
辻
善
之
助
編
『
多
聞
院
日
記
』
角
川
書
店
、
昭
和
四
二

（
皿
）
中
村
昭
「
多
聞
院
日
記
に
現
わ
れ
る
伝
染
性
疾
患
の
検
討
」
第
鋸
回
日
本
医
史
学
会
総
会
、
一
般
講
演
、
昭
和
五
九

（
妬
）
田
中
祐
吉
『
病
理
総
論
』
吐
鳳
堂
、
明
治
四
○

（
蝿
）
鈴
木
守
、
マ
ラ
リ
ア
、
日
本
臨
床
、
一
九
八
五
、
春
季
増
刊
『
感
染
症
学
の
進
歩
』

（
Ⅳ
）
村
山
修
一
『
藤
原
定
家
』
関
書
院
、
昭
和
三
一

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

こ
れ
ら
の
こ
と
を
含
め
て
マ
ラ
リ
ア
史
は
な
お
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

ワ
ラ
ハ
ヤ
ミ
に
つ
い

『
大
辞
典
』
平
凡
社
、

今
裕
訳
編
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
名
著
刊
行
会
、
昭
和
五
三
復
刻

○
．
盟
吊
①
筍
秒
且
国
・
少
．
己
且
９
乏
○
＆
》
少
馨
。
員
関
ｍ
８
鳧
ぐ
昌
巨
ａ
固
昌
①
函
且
ａ
，
邑
紹
〉
○
×
ず
ａ
胃
号
①
Ｑ
胃
ａ
ｏ
ｐ
犀
の
鵲

『
黄
帝
内
経
素
問
呉
注
』
山
東
科
学
技
術
出
版
、
一
九
八
四

李
経
緯
、
瘡
病
史
述
要
、
中
医
雑
誌
、
一
九
六
三
、
第
八
号

『
令
義
解
』
天
長
一
○
（
八
三
三
）
撰
進
、
寛
政
一
二
（
一
八
○
○
）
版

源
順
『
和
名
類
聚
抄
』
延
長
（
九
二
三
’
九
三
○
）
撰
進
、
元
和
三
（
一
六
一
七
）
版

ワ
ラ
ハ
ャ
ミ
に
つ
い
て
こ
の
様
な
解
釈
を
し
て
い
る
国
文
学
害
或
は
国
語
辞
書
は
筆
者
の
見
た
限
り
で
は
次
の
一
書
だ
け
で
あ
る
。

文
献

昭
和
一
一
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ｚ
９
之
画
』
囚
湧
〕
日
巴
胃
旨
尉
昏
○
口
”
胃
昌
尉
四
弓
Ｏ
ｐ
ｏ
巴
段
唖
８
ｍ
①
〕
一
〕
員
・
自
画
己
号
①
岳
号
８
国
目
ご
］
計
葛
閣
官
①
ぐ
巴
⑦
貝

●

●

■
●

冒
蔚
目
弓
①
昌
蔚
Ｎ
Ｃ
国
ｇ
凰
乏
①
戸
シ
ヮ
○
国
廻
国
巴
蔚
員
］
四
口
目
巴
日
置
寄
農
ず
①
①
ロ
８
自
陣
目
の
竪
閉
①
箇
農
ロ
函
旨
］
巽
箇
旨
易
日
岨

●

Ｈ
ｐ
Ｏ
ｇ
の
門
口
①
で
〕
ｑ
①
目
胃
壁
○
ぬ
旨
四
］
員
〕
①
庁
彦
Ｏ
ｑ
ｍ
、

○

月
胃
島
凹
曼
・
《
《
言
①
侭
①
厨
巨
毎
）
芝
嵐
号
芝
四
ｍ
ご
言
昌
①
旨
す
ぐ
目
①
房
四
国
畳
芝
四
国
）
國
酎
冒
○
易
壱
○
円
目
嗣
目
ロ
四
百
国
胃
凰
＆
》

■

Ｄ
ｂ

ｏ
ｏ
己
同
旨
、
日
四
目
く
こ
①
、
ｏ
国
営
］
○
畠
鳥
目
巴
閏
冒
‐
局
①
置
蔚
ｇ
ｇ
８
ａ
①
厨
．
弓
彦
①
画
巨
号
○
時
島
吻
９
号
①
具
四
○
目
①
目
巴
閏
冨
昌
国
の
宮
冒
己

○
言
ぐ
○
日
。
目
巳
胃
旨
①
島
醒
Ｃ
ａ
①
扇
四
由
胃
冒
岨
目
①
房
國
〉
め
い
○
口
目
《
《
言
の
侭
①
冒
蔵
》
》
．

（
鴫
）
『
明
月
記
』
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
五
復
刻

（
四
）
今
川
文
雄
『
訓
読
明
月
記
」
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
六
○

（
別
）
宮
川
米
次
監
修
『
新
撰
熱
帯
病
学
』
南
山
堂
、
昭
和
二
○

（
型
）
森
下
薫
『
マ
ラ
リ
ア
の
疫
学
と
予
防
』
菊
屋
書
房
、
昭
和
五
一

（
躯
）
服
部
敏
良
『
鎌
倉
時
代
医
学
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
七

（
詔
）
今
泉
忠
義
校
注
『
徒
然
草
』
角
川
書
店
、
昭
和
四
○

（
型
）
山
本
俊
一
『
疫
学
各
論
』
文
光
堂
、
昭
和
四
五

（
妬
）
何
云
鶴
、
祖
国
医
学
在
瘡
病
治
療
上
的
成
就
和
展
望
、
福
建
中
医
薬
雑
誌
、
第
二
巻
、
第
四
期

シ
の
日
口
ぐ
旦
冨
巴
四
国
四
宮
爲
冨
の
侭
①
扇
匡
匿
）
》

２

ず
く

シ
面
目
ｚ
シ
〆
ジ
ン
自
己
閃
ン

（
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）
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ProbablyalmosteveryonesuHbredfi･ommalariainthosedays,butmedicaltherapywasnotgiven

atallandimmunitytomalariaisrare.Therefbre,manypaientsbecamechronicsuffbrers・Teikahimself

describedmanychronicsymptomssuchasslightfbver,anorexia,melancholia,chroniccough,neuralgia

andsoon・Theauthorpresumedsuchsymptomsrelatedtochronicmalariaandsuggestedtheimpor-

tanceofmalariainunderstandingdiseaseinfbrmertimes.

（
ぬ
の
）

、
叩
門




